
 
２０２３年９月２０日 

損害保険ジャパン株式会社 
 
       国内資源循環による脱炭素社会実現に向けたプロジェクト 

「Fry to Fly Project」に参加します 
 
損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：白川 儀一、以下「損保ジャパン」）は、国内資源循

環による脱炭素社会実現に向けたプロジェクト「Fry to Fly Project」に参加します。 
 
１． 背景と経緯 
地球温暖化による気候変動は、海面の上昇や大雨等の自然災害の増加・激甚化等を進行させ、人間の

生活や自然の生態系にさまざまな影響を与えており、カーボンニュートラルの実現に向けた取組みの加
速は、世界中で共通する喫緊の課題となっています。日本においても、２０５０年におけるカーボンニ
ュートラルの実現に向けてさまざまな取組みが進められており、気候変動を緩和するための技術革新
や、消費者や投資家の価値観の変化が生じつつあります。 
脱炭素社会に向けた取組みが加速する中、損保ジャパンは気候変動を重要な社会課題に位置付け、

「ＳＯＭＰＯ気候アクション」として、気候変動への「適応」「緩和」そして「社会のトランスフォー
メーションへの貢献」を掲げ、取組みを進めています。 
資源循環や脱炭素を自分事として考えるためには直接関わることも大切と考えられています。「Fry 

to Fly Project」※１は、人々の身近にある廃食用油を活用することで、多くの人が直接的に関わりなが
ら、また楽しみながら脱炭素に貢献できる可能性があります。損保ジャパンは「Fry to Fly Project」
に賛同し、参加メンバーのみなさまと、持続可能な航空燃料「ＳＡＦ」※２ で航空機が飛ぶ世界の実現
を目指します。 
 

※１ 設立趣旨に賛同する企業、自治体、団体が相互に連携し、家庭や店舗等から排出される廃食用油の収集の促

進、廃食用油のＳＡＦに関する教育活動の実施など、日本国内において脱炭素化に向けた資源循環の促進に積極

的に参加できる機会の創出を目指すプロジェクトです。日揮ホールディングス株式会社（代表取締役会長 CEO：佐

藤雅之）が事務局をつとめており現在３７の企業、自治体、団体が参加しています。（９月７日時点） 

 

※２ ＳＡＦとは、Sustainable Aviation Fuel の頭文字をとったもので日本語では「持続可能な航空燃料」と訳され

ます。国は２０３０年までに、国内航空会社が使用する航空燃料のうち１０％をＳＡＦに置き換えることを目標に

しています。既存のインフラをそのまま活用し原料となるバイオマスや廃食用油、都市ごみなどの生産・収集から

製造、燃焼までのライフサイクルで従来の航空燃料に比べて温室効果ガスの排出量の大幅な削減が期待できます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２． 取組みの概要 
損保ジャパンの本社の社員食堂における廃食用油の回収や従業員、代理店向けの教育活動の実施、

参加企業との連携やイベントへの参加などを予定しております。また将来的には代理店網を活用した
廃食用油の収集の促進も検討しています。 

 

３． 今後について 
損保ジャパンは、「Fry to Fly Project」への参加を通じて「地域の脱炭素化」への取組みを一層

強化していきます。「“安心・安全・健康のテーマパーク”により、あらゆる人が自分らしい人生を健
康で豊かに楽しむことのできる社会を実現する」という「ＳＯＭＰＯのパーパス」の実現に向けて、
持続可能な社会の実現に取り組んでいきます。 
 

以上 


